
月

日
に
県
か
ら
示

11

29

さ
れ
た
鶴
岡
市
の
令
和
７

「

」

年
産
米
の
生
産
の
目
安

は
、
数
量
で
前
年
比
１
９

（

）

６
０

増

３
・

ｔ

＋

％
85

の
５
万
２
９
１
６

、
面

ｔ

積
換
算
で
前
年
比
２
２
９

増
（
＋
２
・

）
の

％

ha

57

８
８
９
４

と
な
り
ま
し

ha

た
。鶴

岡
市
農
業
振
興
協
議

（

）

会
会
長
・
皆
川
治
市
長

の
臨
時
総
会
が
４
日
、
グ

ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で
開

か
れ
「
生
産
の
目
安
」
の

、

配
分
方
法
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

認
定
方
針
作
成
者
及
び

農
業
者
に
提
示
す
る
「
生

産
の
目
安
」
は
、
令
和
６

年
産
と
同
様
の
方
法
で
算

定
と
な
り
ま
す
。

均
等
配
分
は
、
作
付
率

を

・
４
％
、
前
年
比
１

52

・
２
ポ
イ
ン
ト
増
、

傾
斜
配
分
は
「
大
規
模

、

」
「

」

経
営
と
循
環
型
農
業

を
算
定
要
素
と
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
産
地
交
付

金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

「
令
和
６
年
度
に
準
じ
る

こ
と
を
基
本
と
し
つ
つ
、

５
年
水
張
ル
ー
ル
の
対
応

と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
る

た
め
団
地
輪
作
加
算
大

「

（

豆
」
の
単
価
を

あ
た

）

10
a

り
１
万
１
千
円
か
ら
１
万

２
千
円
に
引
き
上
げ
る
。

ま
た
、
国
の
指
導
に
よ

り
、
交
付
単
価
を

あ

10
a

た
り
千
円
単
位
（
Ｒ
６
は

単
価
の
四
捨
五
入
）
に
改

め
る
」
と
し
ま
し
た
。

５
年
水
張
ル
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
農
水
省
で
見
直

し
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
は
変
わ

ら
ず
、
単
価
引
き
上
げ
は

実
施
さ
れ
ま
す
。

枝
豆
や
ニ
ラ
な
ど
の
最

、

、

重
点
品
目
や
重
点
品
目

振
興
品
目
の
交
付
単
価
も

引
き
上
げ
さ
れ
ま
す
。

2025年 月 日２ ９

第 号１４８２
編 集 発 行

日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）

℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221
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と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
1月 38人 39,670円
12月 31人 31,710円

令
和
７
年
産
米
の
生
産
の
目
安

前
年
比
１
９
６
０
㌧
、
２
２
９

増
ha

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

幼
い
頃
の
遊
び
唄

３

八
色
木
の
日
向
富
さ
ん

に
よ
る
、
大
正
・
昭
和
初

期
の
幼
い
頃
の
遊
び
唄
③

水稲作付率の調整状況

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 増減

鶴岡 65.6 62.9 60.0 58.4 58.3 58.2 60.6 60.4 58.9 56.1 55.8 55.7 57.0 1.3

藤島 67.8 64.3 61.3 58.3 58.3 58.3 62.2 62.1 60.6 57.8 57.6 57.4 58.8 1.4

羽黒 65.0 62.3 60.2 58.0 57.8 57.7 60.5 60.3 58.9 56.0 55.8 55.6 57.0 1.4

櫛引 64.4 62.0 59.8 57.7 57.5 57.6 60.8 60.7 59.2 56.3 56.0 55.8 57.2 1.4

朝日 64.6 62.0 59.5 57.7 58.2 58.1 60.1 59.9 58.5 55.7 55.5 55.3 56.6 1.3

温海 59.1 58.3 57.3 56.7 56.6 56.7 58.4 58.4 57.0 54.5 54.1 53.8 55.0 1.2

全市 65.5 62.8 60.2 58.1 58.1 58.1 60.8 60.7 59.2 56.4 56.1 56.0 57.3 1.3

※本表は、均等配分に係る作付率に傾斜配分を加味した作付率で、地域別の平均値です。

○面積規模区分と加算割合

区分

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

平野部 7ha～10ha未満 10ha～15ha未満 15ha～20ha未満 20ha以上

中山間部 - 4ha～7ha未満 7ha～10ha未満 10ha以上

加算割合（％） 3 6 9 12

○作型区分と加算割合 （％）

区分 有機 特別 直播 直播特栽

加算割合 25 10 10 15



任
期
満
了
に
伴
う
三
川

町
議
会
議
員
選
挙
（
定
数

）
が
４
日
告
示
さ
れ
、

10女
性
新
人
２
人
、
現
職
９

人
の

人
が
立
候
補
し
、

11

一
人
は
み
出
し
の
大
激
戦

と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
す
な
だ

（

）
、

茂
候
補

・
横
山
は

67

前
回
４
年
前
の
選
挙
で
無

投
票
当
選
と
な
り
、
今
回。

は
２
期
目
を
目
指
し
ま
す

建
設
的
提
案
で
願
い

実
現す

な
だ
氏
は
、
高
校
卒

業
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
は
、
一
般
質
問
で

４
回
と
り
あ
げ
て
実
現
、

国
保
税
の
子
ど
も
均
等

割
の
軽
減
や
、
三
川
町
郵

便
局
前
の
交
差
点
の
歩
道

設
置
・
改
善
な
ど
を
実
現

さ
せ
て
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
を
発
行

毎
議
会
欠
か
さ
ず
一
般

質
問
を
行
い
、
毎
議
会
後

に
「
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行

し
、
議
会
と
活
動
を
き
っ。

ち
り
報
告
し
て
き
ま
し
た

値
上
げ
に
一
人
反
対

２
０
２
３
年
６
月
議
会

で
の
国
保
税
の
増
税
提
案

に
、
す
な
だ
氏
は
た
だ
一

人
、
苦
し
い
暮
ら
し
の
中

で
負
担
増
は
許
さ
れ
な
い

と
、
改
正
案
に
反
対
し
ま

し
た
。

学
校
給
食
費
ゼ
ロ
に

今
度
の
選
挙
で
は
「
学
、

校
給
食
費
の
無
償
化
」
を

大
き
く
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
致
道
館
中
学
で
、
鶴

岡
市
の
子
ど
も
は
給
食
費

ゼ
ロ
だ
が
、
三
川
町
の
子

ど
も
は
給
食
費
が
か
か
る

の
は
お
か
し
い
」
と
訴
え

て
い
ま
す
。

す
な
だ
茂
候
補
は
、
高

す
ぎ
る
国
保
税
の
軽
減
と

介
護
の
負
担
軽
減
も
あ
わ

せ
、
全
力
で
訴
え
て
い
ま

す
。

大
野
城(

お
お
の
じ
ょ

う)

は
６
６
５
年
、
大
宰
府

政
庁
の
背
後
に
そ
び
え
る

大
野
山
に
築
城
さ
れ
、
平

野
を
遮
断
す
る
水
城
と
と

も
に
博
多
湾
側
へ
の
防
備

を
固
め
た
。

山
頂
部
付
近
に
、
総
延

長
約
８

の
土
塁
・
石
塁

km

左

が
城
壁
と
し
て
巡
り
（

（
ひ
ゃ

写
真
：
百
間
石
垣

森
友
を
思
い
出
し
た

あ
る
日
、
よ
そ
の
テ
レ

ビ
で
次
期
大
統
領
の
ト
ラ

ン
プ
氏
が
出
て
い
た
の
を

見
て
、

日
か
ら
の
４
年

20

間
ど
げ
な
ん
な
だ
も
ん
だ

ろ
、
で
始
ま
っ
た
話
。

▲
今
か
ら
パ
ナ
マ
運
河
や

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
ヨ
コ。

グ
ル
マ
押
し
て
っ
し
の
～

に
、
こ
れ
ど
仲
い
が
っ
た

な
が
安
倍
晋
三
首
相
デ
ア

や
。
あ
っ
ち
ゃ
い
っ
て
何

回
も
ゴ
ル
フ
し
た
も
の
、

デ
タ
ラ
メ
同
士
が
。
ん
だ

、

、

・
こ
の
め
カ
～
ち
ゃ
ん

ト
ラ
ン
プ
か
ら
呼
ば
ら
い

で
行
っ
た
け
も
の
の
～
。

▲
そ
れ
で
出
て
き
た
の
が

カ
～
ち
ゃ
ん
か
ら
思
い
出

し
た
話
。
あ
れ
・
ど
げ
な

っ
た
ん
だ
？
あ
れ
と
は
、

モ
リ
カ
ケ
の
森
友
学
園
の

事
だ
。
あ
れ
だ
ば
、
森
友

が
補
助
金
ご
ま
が
し
た
さ。

げ
っ
て
捕
ま
っ
て
終
わ
り

正
に
長
い
物
に
ま
か
れ
て

終
わ
り
だ
で
。
彼
・
森
友

氏
が
捕
ま
っ
て
あ
の
事
件。

は
忘
れ
さ
せ
ら
れ
た
ナ
～

っ
け
ん
い
し
が
き

、
最

））

大
級
の
朝
鮮
式
古
代
山
城

「

」

と
し
て
名
城
１
０
０
選

に
選
ば
れ
、
国
特
別
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

９
箇
所
の
城
門
、
８
地

区
約

棟
の
建
物
跡
、
井

70

戸
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

特
に
建
物
跡
は
、
大
部

分
が
米
を
備
蓄
し
た
倉
庫

と
考
え
ら
れ
、
有
事
の
際

の
籠
城
戦
に
備
え
だ
け
で

な
く
、
災
害
や
飢
饉
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
の
備
蓄。

用
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る

は
大
宰
府
政
庁

右
写
真

跡
、

は
大
宰
府
天

下
写
真

満
宮
は
菅
原
道
真
を
思
い

出
す
で
し
ょ
う
。

政
争
に
敗
れ
大
宰
府
に

東
田
川
史
跡
物
語

島
野
嘉
作

歴
史
あ
る
出
生
地
②

青
山

崇

▲
俺
に
言
わ
せ
れ
ば
あ
の

事
件
。
誰
だ
っ
て
補
助
金

が
貰
え
る
な
ら
ば
な
る
べ

く
多
く
貰
い
た
い
。
貰
う

た
め
に
何
回
も
書
類
を
作

り
、
何
段
階
も
審
査
を
受

け
て
、
や
っ
と
許
さ
れ
た。

補
助
金
だ
っ
た
ん
だ
ろ
が

▲
そ
こ
に
は
、
昭
恵
夫
人

が
園
長
に
と
言
わ
れ
る
程

の
繋
が
り
が
あ
り
、
だ
か

ら
国
有
地
が
８
億
円
も
値

引
き
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た

か
ら
、
そ
れ
な
り
に
書
類

審
査
に
忖
度
か
ら
手
心
が

あ
り
、
現
実
と
は
ブ
レ
が

出
た
も
ん
だ
ろ
う
っ
て
。

▲
そ
の
よ
う
な
も
の
が
籠

池
夫
妻
２
人
の
責
任
で
、

し
か
も
し
ょ
っ
引
か
れ
て

終
わ
り
、
と
い
う
事
は
、

大
き
な
も
の
を
隠
す
為
の

陰
謀
と
言
え
な
い
だ
ろ
う

か
ノ
～
。

、

▲
思
い
起
こ
せ
ば
こ
の
件

国
有
財
産
８
億
円
の
値
引

き
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

公
文
書
の
改
ざ
ん
。
そ
れ

を
押
し
付
け
ら
れ
た
職
員

の
苦
悩
死
。
関
係
役
人
の

不
思
議
な
昇
格
な
ど
は
、

彼
の
逮
捕
で
隠
さ
れ
て
し

。。（

）

ま
っ
た
ん
だ
ヨ

石
川

左
遷
死
去
し
た
政
治
家
で

あ
る
が
、
歌
・
漢
詩
も
良

く
し
、
日
本
史
で
は
珍
し

い
人
物
で
あ
る
。

都
を
去
る
時
詠
ん
だ

（

）

、

“
東
風
こ
ち
吹
か
ば

に
ほ
ひ
お
こ
せ
よ
梅
花
、

主
な
し
と
て
春
を
忘
る
な

は
広
く
知
ら
れ
る
名
歌

”で
あ
る
。

三
川
町
議
選

日
本
共
産
党

候
補
が
２
期
目
に
挑
戦

す
な
だ
茂

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実
現
へ


